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- γド･コス トは,一般に聞達費 と訳され5),｢製品の一単位 もしくは営業活動
の一部門にはっきりと帰属させることのできない原価である.｣6)っまり, 産業
革命期以降,工場制機械工業の発展とともに増大 してきたもので7), 機械,逮
物などの固定驚本と流通費が主要な項 目をなしている8)｡ 我々は, このオーバ
ー- ッド･コス トの検討を通じて,問療性の意義を確定し,そのうえで ｢社会
化｣の問題をとりあげることによって,社会資本を裁定 しようと思 う｡ この間
接性 と ｢社会化｣の交錯点として社会資本を規定する視角が,我々の言う,社
会資本を社会的 オーバー-ッド･コス ト, つ ま りオーバ--ッド.コス トの
｢社会化｣の問題 としてとらえる視角である｡
ところで, この小論を展開してい く手掛か りとして,上記官本氏が検討され






























































ける国定的間接費 (あるいは固定費)として認識 している13)｡ ただ.クラ-クは







52 (322) 第 111巻 第4号
この2点の規定を混同しているのではないOそれは,この2点の定義の各々に
ついて異なる用語をもちいていることからも明らかであるO































るのである16㌔ それでは, その事は如何なる意義を もっているのであろうか.
ここで, クラークはコンスタント･コス トにかえてレ.)デアル ･コス トをよ
り正確 な用語としてとりあげる｡ レジデアル ･コス トは,今 コス トからデ ィフ
ァレンシャル ･コス トを差 し引いた ものとして規定 されるので, ここではデ ィ
ファレンシャル ･コス トについてのクラークの説明をみておこう｡テ ィファレ
ソシャル ･コス トは ｢全 く代替案の問題であ り,その結果は.他の代替案 も同
じであるが. 1つの代替案によっているo代替案が何であるかがわからなけれ
揺,プラン トを作動 させるデ ィファレンシャル ･コス トが何かを知 ることはで
きない｡実際それは同時に2つあるいは3つある｡所与のプラントの産出量を
増大させるデ ィファレンシャル ･コス トは 1つの事柄である｡生産物を他のも
のにかえるデ ィファレソシャル ･コス トは異なったものである｡そして, プラ
ン トを全 く閉耕 してしまうより作動させ続けてお くテ ィファレンシャル ･コス
トは他の2つのいずれとも異なるものであろう｡｣17)
つま り, クラークによる原価理論-の目的依存性の導入-El的別原価理論は
資本設備一定 という条件のもとにおける操業度 との相対概念で把蛭 されるもの
ではな く, プラン トの完全な閉会肖をも含む操業度のあらゆる変化 と,それのみ
15) _抱Id,p53




lつの大きな例外- 1920年代のシェ ･エ ム ･クラ-クの著書- ほあるが.いろいろな目的の
ためにそれぞれ特定の製品原価を考えるということは強調されなかった｡｣
17) JM Clarlこ,'SDmeSDClalAspectsofOverheadCosts",TheAmerlCan Economic
Revzew.VolXIII-No1,Sapplement,march1923,pp 50-51








価の形成をみようとするのはす ぐれて ドイツ的な思考であり,それは ドイy経
営学におけるいわゆる 『費用理論』に基づ くものであるが,デ ィファレンシャ
ル ･コス トは ドイツ費用理論の考えかたが,アメリカ的なあり方で提示された
ものであるとい うことができるのであるoJ18)と指摘し,デ ィファレソシャル ･
コス tと利益管理との関連をとりあげているo この利益管理あるいは経営費用























































































III オーバーヘ ッド.コス トの ｢社会化｣











58 (328) 第 111巻 第4号
｢我々が 『オーバー- ッド･｢スlの社会化』とJ:ぶところのもの,すなわち
オーバー-ヅド.コストを習慣的な財務契約と会計によるよりも共同社会の効






















































28) 気賀健三.クラー ク (JM.Clark)0-)経済学- 制度主義学派の一研究- ,高垣束次郎稲
｢7メ1)カ経済学研究｣昭和24年.所1虹 242-3ペー ジ.
60 (330) 第 1n巻 第 4号
この気賀氏の見解は, 例えば Readtnglntheeconomzc50fte'ar,1918,に




















































30) JM Clark.Studiesm the&ono7ucSOfOver-headCo∫fs,p 9
31) JM Clark,SomeSocialAspectsofOverheadCosts.p50






事業であったといえるのである｡｣ をして, それは ｢鉄道の資本,プラソTlや
装満,経常費や労働力は,当時のいかなる事業のそれらよりも,はるかに大で














基本的な分野における鉄道敷設は完成 し,これ以後 u s.1950_p498
は旧投資設備のスクラップをたえず念頭におきながらの,鉄道業内部における
再編成-合理化をともないながらのものとならざるをえないことを示す. ｢鉄




























クラークは ｢末稼動生産能力の存在が 『オーノミ--ッド･コス ト』であると
考えられると同時に,その概念は物理的なプラントや機械の話力ばかりでなく,
人間の能力にまでも拡張される.｣34)と述べ, 労働をオーバー- ッド.コス トと
34) JM Clark,StudZeSまntheEco7ZOmWSQf OverheadCh∫ts,p 15.























































37) JM Clark,Studiesm the且,07UmlCSOfOverheadCo∫′s,p 16-
38) JHughJackson,TheAmerzcanA -onom2CRevleこび,γolXV,March1925,p83
39) JM Clark,LSiudleSm the&onomzcsofCberlheadCosts,p.448























































68 (338) 第111巻 第4号
質は 『行政体』であっても, 『経営体』として,民間企業やその他の諸団体と
同様な性格をもっているOこの 『経営体』は.政府機能の増大につれて,いよ
いよ巨大な規模で,労働力を雇用し,商品を購入し,貨幣を支出し,または借
入れ,財産を蓄積する｡ こういう大規模な経済行為をいとなむ 『経営体』を氏
間賢本は注目するのであるO｣43'そして,他方では, ｢企業管理や簿記労働のた
めの施設,社宅,病院,食堂など,また労務管理のための福利厚生施設,研究
開発,労働者の教育訓練のための施設など｣ ｢これらの施設は生産過程の中で
機能して,生産的に価値移転していくものではなくて,利潤の一部が支川され
ているものであり (M→Ⅴ),事実 卜大きな利潤をあげているイト業はどこれらの
施設を電備しているものであるOそれにもかかわらず費用として計算され,価
格に織 りこめられるOこうなるとこれらの 『費用』は企業からの租税によって
維持される,政府の社会文化教育施設.つまり 『社会的費用』に接近してくるo
現在の社会体制を維持する費用を,政府が分担するか.企業が分担するかの相
違である｡｣4)
政府と企業との,いいかえれば政治と経済との ｢交流｣が進み,その差異が
ますます不明確になっていくなかで,競争や恐慌に伴 う浪費を生みだす基本的
な原因である生産手段の私的所有が,依然として保持されていることにより,
オーバー-Lyド･コス トの負担を含めた管理 ･統制をめぐって激しい闘争がお
こなわれる｡オ-/;--ッド･コス トは,それ自体が,現代社会の矛盾を示す
ものであるが,それ故に,その矛盾を個々の企業は,政府や労働者に負担させ
ることを含め,競争の手段として,管理 .統制の手段として適用しようとするO
社会的統制は,このような競争過程のなかで貫徹される｡社会資本を誰が管理
･統制するのか,それは,社会的統制を行う主体の問題であり,現代社会にお
ける諸勢力の力を示し,現代社会の方向を決めていくものである｡
43) 島恭彦 ｢見ろ政学概論｣昭和38年,47-48ぺ-シ｡
44) 同上,178-179ベーンn
